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　本書は，大学ではじめて国際法を学ぶ学生の皆さんのために，ビジュア
ルな要素をなるべく多く盛り込みながらまとめた国際法の入門的な教科書
です。授業の教材として使用されることを想定し，序章と全 14 章で構成
されています。国際法の標準的な体系にほぼ従った構成をとり，壮大な国
際法の全体を一通り取り上げています。
　国際法の教育は，これまでおもに，法学専門教育の一環として大学の法
学部を中心に行われてきました。いまや，法学部の学生にとって国際法の
学習がいっそう重要性を増すと同時に，法学を専門としない学生諸君にと
っても，いわば「国際社会の共通言語」の役割を果たす国際法（本書 2 頁

参照）を学ぶ必要性がますます高まっています。そこで本書は，法学部生
はもとより，法学部以外の学生諸君のことをも念頭におきつつ作成・編集
しました。国際法を手軽に学べる教科書ですので，国際法に関心をもつ一
般市民の皆様にも広くご覧いただきたいし，高校生諸君にとっては政治経
済や歴史の理解を深めるための参考書として役立つことでしょう。
　本書には次のような特徴があります。第 1 に，写真や地図，図表を豊富
に盛り込み，視覚を通じて国際法の具体的なイメージが浮かぶように工夫
しました。文章だけでは理解しにくい部分を図表化したり，有用な写真や
資料を載せることで，興味・関心を維持しながら国際法を学べるよう配慮
しています。第 2 に，初学者の目線に立って，法学を専門としない学生諸
君のことをも考慮しつつ，国際法の全体をわかりやすくコンパクトにまと
めることを目指しました。そのため本書では，なるべく平易な表現を心が
けるとともに，高度に専門的で難解な議論には深入りしないようにしまし
た。
　私たち編著者は，東京をはじめ京都，札幌で，最初の打ち合わせを含め
ると計 10 回の会合を重ね，忌

き

憚
たん

のない議論を通じて本書を完成させまし
た。著作権や肖像権の関係で掲載を断念したビジュアル要素も少なくあり
ませんが，本書を企画した趣旨はある程度達成できたのではないかと思っ
ています。まだまだ至らない点もあるでしょうが，今後機会があれば，読
者の皆様の声をふまえて改善していきたいと考えています。
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　本書の作成にあたっては，有斐閣書籍編集部の皆様に大変お世話になり
ました。そもそも本書を最初に企画されたのは，伊丹亜紀さん（現営業
部）と奥山裕美さん（現六法編集部）でした。奥山さんには，その後ほぼ
完成段階にいたるまで長くご担当いただき，本書の大部分を築いてくださ
いました。京都支店の一村大輔さんは，東京や札幌の会合にもご参加いた
だき本書の肉付けに大いに貢献されました。最後の詰めの段階でご担当い
ただいた藤本依子さんには，本文の校正，資料の点検・レイアウト，著作
権の処理などで大変ご苦労をおかけしましたが，じつにきめ細やかな作業
によって本書を完成に導いてくださいました。本書はこれらの皆様のご尽
力の賜物です。編著者一同，ここに心よりお礼申し上げます。

　2017 年 2 月
 編著者を代表して

 加 藤 信 行
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は，国際問題から身近な話題まで，
国際法はいたるところで顔を見せ
るようになっています。この本で
ぜひそれを実感してください。

京都大学教授
担当：Introduction, Chapter 12

Hironobu Sakai

酒 井 啓 亘

＜読者へひとこと＞
国際法を学んで，日々，取りあげ
られる国際問題について，ぜひ，
国際法の切り口からも考えてみて
ください。別の見え方に気づくか
もしれません。

共立女子大学教授
担当：Chapter 8, 10, 11,

Miyako Tatematsu
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